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宮城県立がんセンター 近況報告  

院 長  西 傭  茂  

政権が自民党から民主党になり、様々な事に変化が見られ  

始め、テレビや新聞を賑わせています。来年4月は2年毎の  

診療報酬改訂時期にあたり、厚労省は中医協を改変する動き  

です。いずれにしても医師にとって良い方向性がみえる改革  

であってほしいと願うのみです。   

さて、がんセンター地域連携室便り第9号をお届けいたし  

ます。   

まず皆様には大変ご迷惑をおかけいたしましたが、放射線照射機器の更新が予定通り無事済  

みまして、11月16日から稼動いたします。いわゆるリニューアルオープンです。この間、照  

射は1台で夜遅くまで稼動しておりましたが、今後は以前通り2台での稼動となりますのでご  

紹介のほど宜しくお願いいたします。   

医師のほうでは婦人科に藤田先生、呼吸器外科に阿部先生、  

に北原先生、乳腺科に櫻井先生を迎えました。   

また国立がんセンター東病院消化器科から金先生、愛知が。’  

泌彗星響こ櫻田先生、整形外科  
ら血液内科に井根先  

巳       」」 l▼  生が赴任し新たな活躍が期待されます。   

最近は相談支援センターでの仕事が増加してお唆その  l患者さんか  安性が椙  3り  

らの相談事、家族の悩み、経済的問題海空がんに蘭  

と年間4千件にもなります。支援センター長には前  

背部管理職、MSW、医事班、元病院事務局長等、  

ます。クレームヘの対応をする場面もあり．、がんと  

華ゃ竺ま竺  
談事だけでも電言  

ていますが、看  先生にお願  

ており  

、病院の  などに精  

職員が対応する必要があり、今後その役割が大変蓼   
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がんセンターとしてのおめでたい話題とし  

学賞を受賞されたことです。先生は今後「ヒ  

計画で、現在着々と準備を進めております。  

ンタニも雷盲  県知事も続投が決まり平成23年度には当セ  貞型の独法  

化になります。これから独法化に向けての準備も始まり  いがん医  

たいと思  療の提供、新しい治療への開発と挑戦を目標に職貞一  

っています。   

皆様のご指導、ご協力をよろしくお願い申し上げます。   
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当セツ ーでは、事前の申込みによリセカツドオピニオンの提供を行います。  
セカンドオピニオンとは、主治医以外の意見を聞＜ことにより、患者さん御自身ガ治療方法を白〕決定すぞ  
1こ役立てていただ＜ものです。  
そのため、セカンドオピニオンでは治療・検査等は行わす、患者さんガあ持ちlこなった診療情報提供暮・しニ  
ケソフィルム等の資料をもとに当セッターの専門医ガ意見を申し上げます。  
なあ、セカンドオピニオンは当センターでの治療や転院につながるものではありませんので、当初より当t  

葱夕丁での診琴を、ざ革筆される場合臥その旨の紹介状をあ持ちになって初診の申込みをゐ願いします。   

ナ▲召介 ▼  一・．」＿ノーーー、＿＿ノイ⊃  

消化厨  
小野寺 博 義   

本来の専門は肝胆膵の函傭腰断と超  
音波検診です。医＃分野の組分化・書  
門化巳伴って現在は肝疾患をメインE  

肝細蜘の潜＃（TAE、閏T、肝A、  
uT－EEよる化学療法等）とC型肝炎  
E対するインターフェロン治幕臣よる  

発ガん予防を王巳行ってあります。また、優性肝疾患の管理  
機診巳よる肝棚癌の早期発見Eも取り組んであります。   

セカンドオピニオン巳際しては、今までのデータと舌新の  
－‾報巳基づき説明い慶します。  

毒化器科  

内 海   

圭E大腰ガんを含めた下部消化管疾患巳  
ついての曹膨断・内視鏡治轟を担当してい  

広がり）診断を禦E心ガけてあり 

、病期（病気   
の時期）E応じたさまぎまな治書法①選択E  
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l消化器翠  
野ロ   

上野瀾化■■欄膿  
のホ1亡ついて■■・  品
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り課ず藩拡  

聖域じ鱒、集肇スチッ  
¢轟E射す萎内■■魁  F等㌫茫雷  ＋  

有用なh一己提供できると考えています。治■では大島鷹幕の内横縞  
由切除を行なっていますガ、さらE外科治療・化学礪法Eついては専門  
科と連携して個々の患者攫E書善と思われる治■を雄牛い乏します。  
セカンドオピニオンを東めていらつしやる方巳臥治■への不安が職  
分れるよう、わか′りやすい説明を心ガけてあります。  

蠍、逢われでい重点、帯襲を■じ亀れる息不暇な点  
Lなどあ考ぇ℡さればと患っ芯ゐり諾す鯵 

＝  
■」学療法科  

村 川 康 子  
l液内科  

佐   夏木  治  

r詣忘モ㌫告彗  
血液疾患のセ  

を担当していま  
脅t  

王仁胃・大膵癌などの消化器癌、あ  
よび原発不明癌巳対する抗がん剤治療  
仁関するセカンドオピニオンを担当し  
ています。t近は分子標的薬などの新  

しい薬剤も多＜開発され、治＃法ガ多  

バ鷹・多発性  
儀移磯や分子標的  
進歩しています。  
のはありますガ、  

の治帯は、骨  

ロ ＿」  莞   

なども含め8々  

強震とされ争も  
や年齢、合併蜃   L  

などに一手パリエーショツも大き＜、治＃方針巳迷うことば  
少な＜あり享せん。私恵ちの知畿とこれまでの経♯を総動員   
してセカンドオピニオンの期待に応えられるよう尽力したし1  

些畢どうぞご紹些  

岐巳塁り複雑となってゐります。当科では抗ガん剤の治凛効  
果を副作用も含めて十分巳説明い恕します。ま缶、緩和ケア  
病棟を含お緩和的治療について説明することも可能です。  

「  

■呼吸器外詞  

小池 加虎児   

聯軌，－軌駁撃∋若鳥育と衣  
■の万々打1★ltけ入れと＜ないと  
零うことガあり零す．之め繍甜セね  
ンドオピニオンガ■力です．脚E  
兼られた方今・払卓効¢不讐堅靡え暴  
風緋の職えぎと馴を幾つ方、  

▼邑吸器科  

小犬丸 貞裕   

私は肺ガんの内科的治震を中心仁杓  
30年間治欄してきまし患ガ、ここ十数  
年、ガん告知の一般化、インフォーム  
ド・コンセントの普及こインターネッ  
トに代表される経でもアクセユ可能な  
惰報暮の増大など、好ん診療を取り巷  

」 
駄  

＜環境ほ激重しました。それら崗の奔流巳飲み込まれ右往  
左往する愚者、ま族も少な＜ありません。そこで急速に寧化  
する肺ガん池批つき、t新の馴鹿に墨っきながら、  



■■乳腺科 
角川陽「離   

■捻合外科  

椎 葉 健 一   

私はガんセッターE■圧して4年  

ガ経過しました。暮任働は約二十珊、  
東北大学病院で■ヰ、大鳥瘍、乳痍  
の診オ、研究E携わって蓼りまし之。  
大鳥癌と＜にi農癌の手術軽麒ガt  

日本Eあける乳癌の曜憑率・死亡  
率はともE増え続けています。当セ  
ンターでは乳癌の診断、初棚（手  
術・化学震法・内分泌凛法・放射♯  
療法等）、再発後の治■を行っていま  
す。乳瘍瓜でぎた場所や広がリ、軍臥  

l 「・l  

二1」  

書なため、当センターでは大腰癌を専門積域として活動し  
てあります。セカンドオピニオン外来では主に大震癌の担  
当となりましたガ、潟化器瘍全般仁♯通してありますので、  
何でもご相■くどさい．  

纏の性格、再発後の治震の状況など巳よりい＜つかの選択  
肢ガある場合ガあります。乳譜科巳訪れるセカンドオピニ  
オンの方ヒ対しては、あ知り巳なりたいことをよ＜伺った  
こで、なるべ＜わかりやすい説明を心ガけています。  

受けてあり更E特別な紺を求めて訪れる方でしたので、現  
在受けている治療はt虔であることを毅明し納得していただ  
いてあります。患者轢の畢豊な考えガ聞ける場として利用し  
つつ、ここでの経験を自分の診＃巳も役立ててあります。  

l」形外科  
村 上   等   

級間閲を担当しています●  
悪性¶・軟那膿瘍（内儀）lよ、その  
発生率ガ低いため巳、医■倒ガ地凛  
穣を僻することガ驚しい疾患です。  
その上、身体のあらゆる部位巳発生  
するため、これらの膿瘍巳対して邁  

切に治♯することIよ必ずしも容易では奉りません。王治医  
とよ＜相談してもなぁ疑問ガ残る場合はセカンドオピニオ  
ンを利用して＜だ軋＼。t新の医療岬報と経♯をもとに、  
できるだけ納得できる説明をしたいと思っています。  
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■脳神経外科  

片 倉 隆 一   

脳t■全般を扱ってありますガ、  

中心となるのl芸悪性脳♯＃です。す  

なわち、神経膠鷹（クリオーマ）、脳  

E発生したリンパ腫（中枢神経系悪  

性リッパ蓼）モして転移性脳1瘍な  

l享頸科（耳鼻し1んこう科）  

松 浦 一 筆   

頭磯節ガんの治績では生命予後ガ  
最も雷雲ですガ、併せて琴輝部機能  
の濁存（摂食・瞞下、呼吸・♯語、  
味麓・膿★などの機能と蕨貌）も暮  
要であり、当科での治膚方針として  
これらの両立を高いレベルであこ  

うことを日裸としています。豊書な症例程鹸ガあり、時  
頼頭韻存手術や超凛択蘭勘注化学放射欄凛法は全皿トツ  

こ甲旺例を多＜治覆しています。セカンドオピニオンでは、  
悪性脳鷹嘉だけでな＜良性の脳鷹欄濫ついても相談仁応じ  

ていますのでご紹介＜ださい。   
レベルの水準Eあります。各々の患者さんの求況に応じ尤  
治農法Eついてコメットできると思います。  
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l人科  

田 築   

患者さんの病状と希望に泊った婦  
人科ガん治療奉行なうことを目指し  
ています。日不孝靭嬬人科学会専門箆・  
日本葛床細胞学全細胞診専門医丁日  
本婦人科止♯学会専門医・臨床修練  
指♯医・日本ガん治靂鼠定医などの  

〉尿器科  

栃 木 連   【．「＿．．．．－＿丁‾ 一－＝＝＝Jr  

当科で最も多いのは前立膿瘍で、  
下膀胱癌、腎細胞癌と続きます。肯  
立膿瘍の根治的治欄として前立農  

L  ■u  
は集村しつ常に1～2番自の多さです。浸潤性脚の場合  
患者さんの年齢やP．S．巳応じて術前に化学展射線同時併  
■法を行い冶欄成♯の向上E努めています。■細胞癌の  

兼格を有しています。婦人科好んの診断・治震巳ついて最  
先端の知れ・技術をもち、♯人科のガんでお悩みの患者さ  
んやご家族の万々E充分なセカンドオピニオンを提供でき  
ると思っています。  術邁応例には棍脚全播術や部分切除術を行っています。  

l☆セ躍蓼卿，☆   
事b払棚こ聯モ罰榊帥軋喝し表音若モ嘲晰軒モカン  

l放射線治療科  

松 下 晴 雄   

放射線治膚切方法E関してはガイ  
ドラインガ策定されてあり治療の標  

藩政奄紳し櫛犠す）  
…疇：  

率敵脅鯵毎年根5鞭（土せ靭温研陣地静く）  
■・：T吼野師招  

蝉 

の  

準化ガ進め5れていますガ、モ  
＃ガ可能かどうか各施設の整t仁  
石されることガあります。特仁定  

b払械≡  ん桓：ツター  
蜘l尋l引潮  

l  

■】l巌晶て冒靂品等i蒜蒜  畑如でず東た嘲惣輔車い撼けれぼ   
lMRT（強度空論放射線治＃）、粒子線治療などの特殊照  
は行える施毅ガ限定されます。どこで、どのような細尤  
行えるのかなど、また、その他放射脚⊥賠で不明な点、  不甲叩J止ら拙ム  

■l  
鯛いい熱し雷管  
紬ご雷柵噂ず   
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消 化 器 科  ▼  ■■   
■■＿＿  

内  ●  ●  
●  ●  ●  

科   ●  ●  
呼 吸 器 科  ●   ●   ●  ●  ●   
外1  ●  ●  ●  
科   科   ●   ●   ●  ●   
整 形 外 科  ●  ●  ●   
脳 神 経 外 科  ●  ●  ●   

頭頸科侶覿lんこう科）   l   ●   ●  ●   
●  ●   

●   ●  ●   
●  ●  ●   
●   ●  ●  ●   

●  ●   

引時め分～11時00分までにお覇いします．   

丁〔L（舵2）3糾－3151（代  
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■   

肺癌は日本人の年間死亡者数が昏万人を患え、他学夢劉翠忙葦椚珊苛  

性固形癒瘍の代表である。肺癌においてはこれまで幾つかの遺伝子変異が  

示され，発癌に関与することや治療の常的となりうるこ之が報昔されてき  

た。なかでも多くの幹性腫瘍で過剰発現が報告されてい各上皮棚子受  

容体（駅）虹づいて吼特鵬で郎用遺伝子に変異が穏届こ通牒明らか  

となった廿非小細胞肺癌に対する初の分子標的治療照はしゃ世界に先駆け  

て計本で承諾された薬剤やあ竜ゲフィチニプ昧、その部紺のチロシンキナ  

ーゼ（Ⅷ）阻害を作用離としており、肺癌韓療において重要な役割を担っ  

てきている。このゲアイチニプの奏効例では肺癌の脳職のT碩域において  

慮伝子変異が多いことが報告され、この拓一戦漣伝子変異が脚田  

子として藩床の場で広く野馳されるようになった。当鬼没ではこの肺癌剤  

胞の醐春子変異検査に早くから着筆しその緒異について概祝すると  
ともに、もう一つのmチロシンキナーゼ阻害剤（EGFR－ⅧⅠ））であるエル  

首チニプが使用可能となり、二つの薬剤の違いについて当科の臨床データ  

をもとに考察する。また、E耶一篤f耐性患者への対策としで当科－と研項  

で鯛して行っている試みに騨ても紹介する。l直T∴†‾」‾「－⊥温  

●第188回   

●演題：「非小細胞性肺癌における  

EGFR遺伝子変異とEGFR－TKl治療」   

●演者：前門戸任先生  
宮城県立がんセンター  
呼吸器内科   

●日時：平成21年12月9日（水）  

■  

界」L中点名取郡F畢、バスまたは  －を利用  

曲 名取駅西口から「県立かんセンター線」（なとりん彗）を利用  

虚 名取駅西口から月ヒ目上原線」（なとりん号）を利用  
繭 仙台南インターからは、国道286写バイパス経由  

県道仙き ■岩沼線を利用（所要時間約15分）  

■
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■     llllllll■ 地域伝 達携室  内  
地域蜘蘭の先王ガからご絶フr蟹寧日す  毒さん∽  

ようにし  診療潮奪お取りしてスムーズな受診貯  
ておりま首。  

3 藍内削15  
√ヽt▲X（022）381－118g  

宮城1立がんセンター  
〒981－12g3草城鱒名取市愛鳥塩手宇野白山47の1  
t範（代表）（022）384－3151FAX（総務班）（022）381－1168  

ロゴマークの3本の柱闇「洛療、予防、研究」を、  
上の「まる」は患者さんを表わしています。3本の粗軌  
患者さんを支えるという意味です。   


